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地震に関連する電離圏異常に関する研究
Ionospheric anomalies possibly associated with large earthquakes
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近年，様々な地震活動に先行する電磁気現象が報告されており，非地震学的な手法による地震短期予測の可能性が指
摘されている．その中でも，地震に先行する電離圏総電子数 (Total Electron Content; TEC)異常の調査・研究は短期地震
予知の有力な候補として注目を集めている．これまでの先行研究によって，台湾，インドネシア，中国などの地域で，地
震とそれに先行する TEC異常の関係が事例的，統計的に調査され，その有意性が示されてきた．しかしこれら 3つの地
域は低磁気緯度に位置し，電離圏の赤道異常 (Equatorial ionization anomaly; EIA)の影響を受ける．そこで本研究の目的
は，日本をはじめとした中磁気緯度で発生した地震と TEC異常との関係性を調査，研究することである．
本研究では，日本を対象として，12年間にわたる長期の全球の TECグリッドデータである GIM (Global Ionosphere

Maps)を用いて，地震に関連する TEC異常の事例的・統計的な解析を行った．統計解析の結果，中緯度地域のM ≧ 6.0
の地震の 1 - 5日前に正の TEC異常が統計的に有意に出現することが初めて明らかとなった．また，これらの TEC異常
の出現は，地震のマグニチュードおよび震央からの距離に依存することが明らかとなった．
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